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２－２ 基盤専門教育科目の卒業要件と履修方法 

（１）理学導入科目（別表１ Ｐ１０参照）については、「理系のキャリアデザインＡ」１単位、 

「サイエンスセミナー」２単位及び「理系のキャリアデザインＢ」１単位を含む４単位以  

上を修得すること。 

（２）理学共通科目には「分野横断」（別表２ Ｐ１０参照）と「学部共通」（別表３ Ｐ１０参照） 

の２つの区分がある。 理学共通科目については、各履修プログラムに定める以下の要件を

満たすように別表２、 別表３の科目群から１８単位以上を修得すること。 

※ただし、別表３のＩ群はサイエンスコミュニケータープログラム履修者用、Ｍ群はフロ

ンティアプログラム履修者用の科目群である。

１）スタンダードプログラム

別表３の科目群から２単位以上を修得すること。ただし「Ｉ群」を除く。

２）フロンティアプログラム

「Ｉ群」を除く科目群から単位を修得すること。

３）サイエンスコミュニケータープログラム

①別表２の４つ以上の科目群からそれぞれ２単位以上、合わせて８単位以上を修得す

ること。

②別表３の「Ｉ群」から２単位以上を修得すること。

（３）理学専門科目（別表４-１～４-６ Ｐ１１～１３参照）については、４０単位以上を修得す 

ること。ただし、選択したコースカリキュラムの理学専門科目から２８単位以上を修得す 

ること。履修にあたっては、「３．コースカリキュラムの履修条件」（Ｐ９）を参照する 

こと。  

なお、サイエンスコミュニケータープログラム履修者は、３年次以降開講の「６．教育の 

基礎的理解に関する科目等」の修得についての第６表に示す科目（Ｐ３５）並びに「博物 

館に関する科目」（Ｐ３７）から合わせて６単位まで修得単位に含めることができる。 

２－３ 卒業研究の卒業要件 

「卒業研究」については、１０単位を修得すること。履修にあたっては、「４．卒業研究の履修 

条件」（Ｐ９）を参照すること。 

２－４ 自由科目の卒業要件 

自由科目については、６単位を修得すること。自由科目とは、次の科目である。 

（１）基盤共通教育科目のうち、教養科目及び共通科目から卒業要件単位数を超えて修得した科 

目。ただし、教養科目の「自然と科学」の科目を除く。 

（２）理学共通科目のうち、卒業要件単位数を超えて修得した科目。 

（３）理学専門科目のうち、卒業要件単位数を超えて修得した科目。 

（４）上記以外の本学開講科目。ただし、「６．「教育の基礎的理解に関する科目等」の修得に

ついて」の第６表に示す科目（Ｐ３５）、「介護等体験（含事前指導）」及び「博物館に関

する科目」（Ｐ３７） を除く。
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６． 理学部理学科授業科目一覧 

別表１ 

区分 授業科目 単位数 
開  講  期  及  び  週  開  講  時  間 数 
1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 
理 
学 
導 
入 
科 
目 

理系のキャリアデザインＡ ① 1 
サイエンスセミナー ② 2 
理系のキャリアデザインＢ ① 1 
理系のキャリアデザインＣ 1 1 

小計（４科目） 5 
単位を○で囲んでいる科目は必修科目 

別表２ 

区分 科目群 授業科目 単位数 
開  講  期  及  び  週  開  講  時  間 数 
1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

理
学
共
通
科
目
（
分
野
横
断
）

Ａ群

微分積分Ⅰ 2 2 
線形代数 2 2 
線形代数演習 2 2 
集合と位相Ⅰ 2 2 

Ｂ群 
数理統計学 2 2 
プログラミング 2 2 
コンピュータアーキテクチャ 2 2 

Ｃ群 

力学Ⅰ 2 2 
力学演習Ⅰ 2 2 
電磁気学Ⅰ 2 2 
電磁気学演習Ⅰ 2 2 

Ｄ群 基礎熱力学 2 2 
基礎生物化学 2 2 

Ｅ群

基礎元素化学 2 2 
基礎分析化学 2 2 
分析化学実験 2 4 

Ｆ群 

細胞生物学Ⅰ 2 2 
遺伝学Ⅰ 2 2 
進化学Ⅰ 2 2 
生態学Ⅰ 2 2 

Ｇ群 

地球史科学Ⅰ 2 2 
地球物質科学Ⅰ 2 2 
固体地球科学Ⅰ 2 2 
物質循環科学Ⅰ 2 2 

小計（２４科目） 48 

別表３ 

区分 科目群 授業科目 単位数 
開  講  期  及  び  週  開  講  時  間 数 
1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

理
学
共
通
科
目
（
学
部
共
通
）

Ｈ群 
自然科学特選Ⅰ 2 2 
自然科学特選Ⅱ 2 2 

Ｉ群 

◇サイエンスコミュニケーターＡ 2 4
◇サイエンスコミュニケーターＢ 2 4
◇サイエンスコミュニケーターＣ 2 4

Ｊ群 放射線取扱入門 1 1 

Ｋ群 
インターンシップ 2 2 
海外特別研修 1 1 

Ｌ群 
コミュニケーション英語Ⅰ 2 2 

コミュニケーション英語Ⅱ 2 2 
Ｍ群 課題研究 2 4 

小計（１１科目） 20 
◇で示す科目は適宜開講
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Ⅴ 履修上の注意 

１．学年及び在学期間について 

本学部では、４年生まで進級要件を定めておらず、１年生から４年生までは年次が進行すると 

ともに学年が進級する、自動進級方式を採用している。なお、休学した場合も学年は進級する。 

在学期間については山形大学学部規則（抄）（Ｐ３９）を参照すること。 

２．履修科目の登録・取消等について 

２－１ 履修科目の登録について 

(１) 授業科目は、履修登録期間にＷＥＢ上で登録すること。ただし、実験・実習・演習科目及

び「Ⅷ 教育職員免許状取得のための履修要領」の「６．『教育の基礎的理解に関する科目

等』の修得について」の第６表に示す科目（Ｐ３５）は、受講者数や履修プログラムによ

る履修制限を行うことがあるので注意すること。

(２) 登録した科目は、履修追加・取消・変更期間に必ずＷＥＢ上で確認すること。なお、履修

の追加や取消、変更がある場合もこの期間内に行うこと。

(３) 本学部の授業科目の内容及び授業担当教員からのメッセージ等は、シラバスに記載されて

いるので、十分に活用すること。

(４) 授業時間割は、前期、後期とも年度の初めに発表する。

(５) 臨時の授業については、その都度、必要事項を掲示する。

(６) 「卒業研究」の履修において、山形大学放射性同位元素実験室に放射線取扱従事者として

登録する必要がある者は、別表３（Ｐ１０）の「放射線取扱入門」を必ず受講すること。

２－２ ＣＡＰ制について 

本学部では、授業に対する修学時間を十分に確保し、授業内容を深く理解できるように、１学 

期ごとに履修登録することができる総単位数の上限を設けている。１学期毎に履修登録すること 

ができる総単位数の上限は、基盤共通教育科目と基盤専門教育科目を合わせて２４単位である。 

ただし、以下の（１）に示す科目及び（２）に該当する者は、ＣＡＰ制の対象外とする。 

（１）「理系のキャリアデザインＡ」、「『６.教育の基礎的理解に関する科目等』の修得についての

第６表に示す 科目」(P35)、「博物館に関する科目」(P37)、「介護等体験(含事前指導)」。 

（２）前学期の修得単位数が１４単位以上、かつ、ＧＰＡが３.０以上の者。 

２－３ 履修科目の取消方法について 

履修追加・取消・変更期間に取消ができなかった場合は、履修取消手続期間に学生センター理

学部担当で取消手続きを行うこと。これを行わずに履修を放棄した場合は、その授業の成績評価

は「不合格（Ｆ）」となる。なお、病気や事故等のやむを得ない事情により取消手続きができな

かった場合は、この期間に関わらず学生センター理学部担当に申し出ること。 

３．成績評価・単位認定について 

（１）単位の認定は、試験・報告書・論文並びに平常の成績等による担当教員の審査に基づ

き、教授会が行う。

（２）各授業科目の成績は、評定記号（Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｆ）で表し、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃを合格、  

Ｆを不合格とし、配点基準は次のとおりとする。 

Ｓ １００点  ～ ９０点 

Ａ   ８９点  ～ ８０点 

Ｂ   ７９点  ～ ７０点 

Ｃ   ６９点  ～ ６０点 

Ｆ    ５９点  ～   ０点 

（３）成績の評価は、学期末に行うものとする。 

（４）すでに評価を受けた成績の再評価は、原則行わない。 

（５）成績評価に関して、疑義が生じた場合の問い合わせは、成績が発表された日から原則３日以 

内に、「成績評価照会票」（様式は山形大学ホームページの「学生生活」タブ内の「授業に 

ついて」の該当リンクからダウンロードできます。）に必要事項を記入のうえ、学生センタ 

ー理学部担当へ提出してください。詳細は、学生センター理学部担当にご相談ください。 
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Ⅵ 修学支援体制について 

１．成績評価制度について 

合格した成績の評定をＳ、Ａ、Ｂ、Ｃの４段階で行い、成績を平均化したＧＰＡ（Grade Point 

Average）を全学的に導入している。 

（１）成績評価区分と付加されるＧＰ（Grade Point）について 成績評価は、以下の表に定める区

分により行われ、それぞれのＧＰが付加される。 

評価点 成績区分と評価基準 付加されるＧＰ 

１００～９０点 
Ｓ：到達目標を達成し、きわめて優秀な成績をおさめ 

ている。 
４ 

８９～８０点 Ａ：到達目標を達成し、優秀な成績をおさめている。 ３ 

７９～７０点 Ｂ：到達目標を達成している。 ２ 

６９～６０点 Ｃ：到達目標を最低限達成している。 １ 

５９～ ０点 Ｆ：到達目標を達成していない。 ０ 

Ｎ：単位認定科目であり、ＧＰＡの対象としない。 なし 

（２）ＧＰＡの計算について ＧＰＡは、高等学校の評定平均値のように、学修の成績を総合的に

判断するための指標で ある。 ＧＰＡは、ＧＰＡ対象授業科目のうち、履修登録した科目

（適用除外科目を除く。） についてそれぞれの単位数にＧＰ（４、３、２、１、０のいず

れか）をかけた総計（ＧＰＳ）を履修登録した科目の総単位数で割ったものである。 

（例）ＧＰＡの算出例 

科 目 名 評 定 単位数 ＧＰ 

力 学 Ⅰ Ｓ ２単位 ４ ２×４＝ ８ 

電 磁 気 学 Ⅰ Ａ ２単位 ３ ２×３＝ ６ 

量 子 力 学 Ⅰ Ｆ ２単位 ０ ２×０＝ ０ 

物 理 学 実 験 Ⅰ Ｂ １単位 ２ １×２＝ ２ 

合計 ７単位 １６点（ＧＰＳ） 

ＧＰＡ＝１６点÷７単位≒２.２８（小数点第３位以下は切り捨てる。） 

（↑この単位数にはＦ：不合格科目の単位数も含む。） 

（３）ＧＰＡの適用除外科目について 単位の取得のみで評価を付さない次の科目については除外

される。 

① 合格か不合格かだけを判定する授業科目

② 編入学または転入学した際の単位認定科目

③ 本学入学前に修得した単位認定科目（学部規則第３６条）

④ 他大学等との単位互換等で修得した科目（学部規則第３５条）

（４）履修取り消し 

一度履修登録した科目の取消手続を行う期間を設定する。定められた期間内に履修科目取り

消しの手続きをせずに履修を放棄した場合は、その科目の成績評価は「不合格（Ｆ）」、  

ＧＰは「０」となる。 ただし、履修科目登録の取消期間以後、病気や事故等、やむを得な

い事情が発生し、学生が履修科目の登録取消を希望する場合は、学生センター理学部担当に 

申し出ること。 
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